
ま え が き

心理臨床家になるトレーニングを受ける際に、まずレク

チャーされるのがロジャーズのカウンセラーの三条件です。そ

の三条件とは「自己一致または純粋性」「無条件の肯定的尊重」

「共感的理解」の三つです。さらにまとめて「受容と共感」な

どとも言います。

当時、集中的に精神分析のトレーニングを受けていた時でも

あり、「いかにも素朴な理論だ」と思いました。はっきり言う

ならば、「これはあまり臨床には役立たないのではないか」と

も思いました。

それが一変する出来事がありました。名古屋大学大学院で田
た

畑
ばた

治
おさむ

教授にご指導を受けた体験です。特に博士論文の口頭試

問の際、もうその頃は名古屋大学を退官された後だったのです

が、わざわざ名古屋大学までお越しくださり審査に加わってく

ださいました。

そして 1 時間近くにわたってその他の審査の先生の前で鶴田

の「人となり」をお話し下さいました。その当時は、博士論文

の審査に、その人の「人となり」を話すのは少し奇妙に感じま

したが、心の中で手を合わせておりました。

それからかなりの年月が経ち、やっとその意味が分かりまし

た。田畑先生が話されたことは「カウンセラーの三条件を満た
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す人物になれ」とのメッセージであったということです。そこ

から「三条件」自体を研究対象にし始めたわけです。

しかし、その道はあまりにも険しかったです。ロジャーズが

アメリカ人であることはアメリカの歴史・文化・風土に根差し

た理論であるということですし、当然、牧師を目指していたロ

ジャーズの過去を考えても宗教の影響も無視できません。

アメリカの宗教と言っても「キリスト教が主体であり、さら

にその中でもプロテスタントが主体である」程度のことしか認

識していなかった私は「アメリカの宗教」の勉強から始めまし

た。また同僚の政治学専攻・村
むら

上
かみ

智
とも

章
あき

先生の紹介でヴェーバー

の『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』を読んで

みたこともありました。

遅々として研究が進まない中、散歩をしていてふと田畑先生

のお顔を思い出しました。そして「三条件」を満たしている先

達たち、樋
ひ

口
ぐち

由
よし

子
こ

先生、河
かわ

合
い

隼
はや

雄
お

先生、國
こく

分
ぶ

康
やす

孝
たか

先生、國
こく

分
ぶ

久
ひさ

子
こ

先生、伊
い

藤
とう

隆
りゅう

二
じ

先生、岩
いわ

村
むら

聡
さとし

先生などが次々に思い出され

ました。そこから一気に本書を書きあげました。

上の七人の方に共通しているのは、クライエントに対する 

understanding な態度です。understand は語源を辿れば「下

に立つ」であり、つまり上から目線でクライエントを眺めてい

るのではなく、クライエントの視点まで下がることを指しま

す。ただし「クライエント──カウンセラーの役割関係は崩

さずに」です。これらをまとめると、「カウンセラーの三条件」

になるのです。



以上のような観点から本書を執筆いたしました。最後になり

ましたが、公私ともにお世話になり続けている田畑治先生に本

書を捧げます。

�018 年 3 月

鶴田一郎
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